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腸
荒
れ
は
何
故
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
か
？ 

そ
の
③ 

 

腸
荒
れ
の
原
因 

 

大
腸
内
に
棲
息
す
る
腸
内
細
菌
は
、
大
き
く
分
け
て
善
玉

菌
と
悪
玉
菌
、
日
和
見
菌
の
３
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
理
想
的
な
割
合
は
、
善
玉
菌
２
、
悪
玉
菌
１
、
日

和
見
菌
７
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
腸
荒
れ
の
原
因
と
な
る
の

は
腐
敗
菌
で
あ
る
悪
玉
菌
の
増
加
で
、
悪
玉
菌
が
作
り
出
す

イ
ン
ド
ー
ル
や
ス
カ
ト
ー
ル
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
硫
化
水
素
、
ア
ン

モ
ニ
ア
、
ア
ミ
ン
と
い
っ
た
窒
素
化
合
物
や
硫
黄
化
合
物
に
よ

っ
て
腸
壁
が
た
だ
れ
る
よ
う
な
状
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。 

 

悪
玉
菌
の
役
割 

 

し
か
し
悪
玉
菌
が
す
べ
て
悪
い
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な

く
て
、
実
は
善
玉
菌
に
は
で
き
な
い
大
切
な
働
き
を
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
分
子
量
の
大
き
な
タ
ン
パ
ク
質
や
脂
質
の
分

解
で
す
。
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
や
、
ご
馳
走
と
い
わ
れ
る
も
の

に
は
油
脂
や
タ
ン
パ
ク
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に

戦
後
、
体
に
良
い
か
ら
と
肉
や
卵
、
乳
製
品
、
揚
げ
物
や
炒
め

物
の
摂
取
量
が
増
加
し
、
そ
れ
と
と
も
に
腸
内
の
悪
玉
菌
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
悪
玉
菌
を
攻
撃
す
る
よ
り

も
、
悪
玉
菌
を
必
要
と
し
な
い
食
生
活
に
戻
す
こ
と
が
根
本

的
な
対
策
に
な
り
ま
す
。 

 

乳
製
品
と
小
麦
の
過
剰
摂
取
に
よ
る
不
調 

 

最
近
耳
に
す
る
リ
ー
キ
ー
ガ
ッ
ト
症
候
群
の
よ
う
な
腸
荒

れ
は
、
高
脂
肪
・高
タ
ン
パ
ク
の
動
物
性
食
品
、
中
で
も
乳
製

品
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ 

      

て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
液
状
の
牛
乳
の
場
合
、
カ
ゼ
イ
ン
と

い
う
タ
ン
パ
ク
質
が
胃
で
分
解
さ
れ
ず
素
通
り
し
て
腸
に
流

れ
込
ん
で
く
る
か
ら
で
す
。
特
に
日
本
人
は
、
乳
製
品
を
摂

取
し
て
き
た
歴
史
が
浅
い
た
め
乳
製
品
を
分
解
す
る
遺
伝

子
情
報
が
な
く
、
９０
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
は
牛
乳
を
飲
む
と
お

腹
が
ゴ
ロ
コ
ロ
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
植
物
性
の
も
の
に
も
腸
荒
れ
を
起
こ
し
や
す
い
も
の

が
あ
り
、
そ
れ
が
近
年
消
費
量
が
激
増
し
て
い
る
小
麦
粉
で

す
。
小
麦
粉
に
含
ま
れ
る
グ
ル
テ
ン
は
分
子
量
が
非
常
に
大

き
く
、
牛
乳
の
カ
ゼ
イ
ン
の
分
子
量
が
２
万
３６００

Da
（ダ
ル
ト

ン
）と
す
る
と
、
グ
ル
テ
ン
は
４
万
～
数
百
万
と
い
う
と
て
つ

も
な
い
大
き
さ
で
す
。
こ
れ
が
腸
に
流
れ
込
ん
で
く
る
と
、

腸
壁
の
免
疫
細
胞
は
異
物
が
入
り
込
ん
で
き
た
と
判
断
し
、

総
攻
撃
を
し
か
け
ま
す
。
そ
し
て
、
免
疫
と
の
激
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
結
果
、
腸
壁
は
焼
野
原
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。 

 

小
麦
粉
の
中
で
も
、
強
力
粉
と
い
わ
れ
る
グ
ル
テ
ン
の
多
い

も
の
、
さ
ら
に
遺
伝
子
組
み
換
え
さ
れ
た
（海
外
か
ら
輸
入

さ
れ
た
）も
の
ほ
ど
腸
に
害
が
出
や
す
い
よ
う
で
す
。
近
年
、

ア
メ
リ
カ
で
は
小
麦
粉
製
品
の
グ
ル
テ
ン
で
ア
レ
ル
ギ
ー
を

引
き
起
こ
す
セ
リ
ア
ッ
ク
病
が
増
え
、
ア
メ
リ
カ
人
の
１００
人

に
１
人
が
こ
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
小
麦
粉
製
品
を
食
事
か
ら
外
し
た
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー

を
実
践
す
る
人
が
７００
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
実
際
、
日
本

で
も
過
去
に
小
麦
粉
製
品
を
過
剰
に
摂
取
し
て
い
た
方
に
ア

レ
ル
ギ
ー
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

 

不
調
の
改
善
の
カ
ギ
は
腸
に
あ
り 

 

対
策
と
し
て
は
、
腸
内
環
境
の
改
善
で
す
。
発
酵
菌
で
あ

る
乳
酸
菌
は
善
玉
菌
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
腸
内
環
境
を
良
く

す
る 

  

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
善
玉
菌
が
最
も
喜
ぶ
エ
サ
が

ブ
ド
ウ
糖
（で
ん
ぷ
ん
質
）で
す
。
と
こ
ろ
が
白
米
や
白
砂
糖
、

精
白
小
麦
粉
の
場
合
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
小
腸
で
吸
収
さ
れ

て
し
ま
い
、
腸
内
細
菌
の
宝
庫
で
あ
る
大
腸
ま
で
届
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
不
消
化
な
食
物
繊
維
を
含
む
玄
米
や
雑
穀
、
全

粒
粉
の
よ
う
な
食
物
（多
糖
類
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

オ
リ
ゴ
糖
が
体
に
良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
単
糖
が
２

個
か
ら
１０
個
結
合
し
た
多
糖
体
の
た
め
、
小
腸
で
は
吸
収

さ
れ
ず
に
大
腸
に
届
き
大
腸
内
の
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
を
増
や
す

か
ら
か
ら
で
す
。
オ
リ
ゴ
糖
は
ゴ
ボ
ウ
や
大
根
、
玉
ネ
ギ
、
大

豆
に
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
み
そ
汁
に
そ
れ
ら
の
野

菜
を
入
れ
て
食
べ
れ
ば
腸
内
環
境
が
整
い
ま
す
。
甘
酒
の
甘

味
に
も
オ
リ
ゴ
糖
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

食
物
繊
維
は
別
名
「難
消
化
性
多
糖
類
」と
よ
ば
れ
、
人

間
の
酵
素
で
は
分
解
で
き
ま
せ
ん
。
穀
物
の
皮
に
は
セ
ル
ロ

ー
ス
、
果
物
に
は
ペ
ク
チ
ン
、
根
菜
類
に
は
リ
グ
ニ
ン
、
海
藻
に

は
ア
ル
ギ
ン
酸
と
い
っ
た
食
物
繊
維
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
昔
か
ら
腸
の
砂
出
し
に
活
用
さ
れ
て
き
た
コ
ン
ニ
ャ
ク

に
は
グ
ル
コ
マ
ン
ナ
ン
（水
溶
性
食
物
繊
維
）が
、
キ
ノ
コ
に
は
ベ

ー
タ
グ
ル
カ
ン
（多
糖
体
）が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
葛
粉
に
整

腸
作
用
が
あ
る
の
も
、
難
消
化
性
デ
ン
プ
ン
だ
か
ら
で
す
。 

 

腸
内
細
菌
は
、
こ
れ
ら
の
食
物
繊
維
を
原
料
に
人
体
に
必

要
な
ビ
タ
ミ
ン
だ
け
で
な
く
短
鎖
脂
肪
酸
の
合
成
を
し
て
く

れ
ま
す
。
こ
の
短
鎖
脂
肪
酸
に
は
雑
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
繁
殖

を
防
ぎ
弱
酸
性
の
腸
内
環
境
を
作
る
、
発
が
ん
物
質
の
抑
制

を
す
る
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
吸
収
を
良
く
す
る
、
肥
満
や
糖
尿
病

の
予
防
、
食
欲
の
抑
制
、
免
疫
機
能
の
調
整
と
い
っ
た
優
れ

た
作
用
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

ま
ず
は
、
高
脂
肪
・高
タ
ン
パ
ク
・高
糖
分
の
欧
米
食
か
ら

低
脂
肪
・低
タ
ン
パ
ク
、
高
デ
ン
プ
ン
、
高
食
物
繊
維
で
あ
る

伝
統
的
な
和
食
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
、
腸
内
細

ム
ス
ビ
の
会
ニ
ュ
ー
ス 
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自分でできる対策 
 

・家電や電子機器の使用時間を短くする。 

・使用の際は身体から離して使用する。 

（携帯やスマートフォンはバックに入れる。使用の際はイヤホ

ンなどを使用する。） 

・アースを取りつける。 

・電磁波を発するものを使う際は金属（メガネ、貴金属な

ど）を身に付けない。 

☞金属がアンテナの役割をし、電磁波を集めるため 

・電磁波を遮断するシールド製品を使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私達の身の回りは電磁波があふれている  

ショッピングに音楽、ゲームや読書、動画鑑賞など、使える機能が増えるにつれ、パソコンやスマートフ

ォンは年代を問わず必需品になりました。 

その一方で、これら電子機器から出る電磁波による原因不明の体調不良も増えています。特に成長途中の

子供たちは、脳に及ぼす影響も心配されます。海外ではすでに電磁波に対するさまざまな規制が始まってい

ますが、まだ日本遅れているのが現状です。 

また、パソコンやスマートフォン以外にも家電や飛行機、電車、電気自動車など私たちは思った以上に日々

電磁波を浴び続けています。したがって、少しでも健康被害を少なくするためには日頃の対策が重要です。 

電磁波とは？ 
 
電場（電気が及ぶ範囲）と磁場（磁気の及ぶ範囲）の力によ
り生みだされる波（波動）のこと。 
電磁波には自然界に存在するもの（太陽が発する紫外線

など）と人工的なもの（放射線、送電線、テレビ、電子レン

ジ、IH 調理器、パソコン、スマートフォンなどの家電や電子

機器など）があります。 
 

＊自然界の電磁波は大気に遮られダイレクトに地上へ届かな

いので直接私たちに接することはありません。 

身体への影響（一例） 
 
電磁波過敏症 

頭痛、疲労感、不眠 

免疫力の低下、精子の減少、ＤＮＡ障害 

甲状腺ホルモンへの影響 

ガン、白血病、脳腫瘍の増加 

胎児の発育、発達障害、学力の低下 

アルツハイマー・認知症、白内障 

アトピー性皮膚炎 

＊特に子どもや妊婦はとくに注意が必要！ 

電磁波の安全数値ガイドライン（スウェーデン） 

電場 25V/m  磁場 2.5mG 
＊4mG 以上の電磁波で小児白血病のリスクが 2 倍 

私たちの身近にある電磁波 

スマートフォン 10～200mG 
電子レンジ 500V/m  80mG（測定距離 30cm） 

こたつ  350V/m  50mG 
ホットカーペット 1,000V/m  300mG 
ドライヤー 150V/m 10mG 

送電線 64mG（地表 1m） 
＊使用状況や機種などにより差があります。 

 

 

電磁波対策グッズ 
マイクロ波を熱に変換し減衰させる特殊な金属コーティングワイヤー繊維（電磁波シールド生地）を使用 

でじかるケース 

色・柄：ベージュ・水玉・迷彩 

サイズ：14cm×9cm 

販売価格：2160 円（税込） 

でじかるショール・スーパー 

色・柄：チェック 

サイズ：62cm×160cm 

販売価格：2,5920 円（税込） 

でじかるケース・スーパー 

縦型（大） 

サイズ：20cm×12cm 

販売価格：4,104 円（税込） 

特に携帯電話やスマートフォンの電磁波は強く、また耳など
体に近付けて使用するためその影響が心配されます。使用し
ない時は、バッグやケースに入れるなどして、身体から離す
など対策が必要です。 

電車や新幹線、飛行機、モノレール、電気自
動車など乗り物による移動で、私たちは知
らないうちにかなりの電磁波を浴びていま
す。毎日のことだから、ショールのように無
理なくできる電磁波対策はおすすめです。 

＊スーパーの方が電磁波カットをカットする素材（シールド）が厚くなっています。 


